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資料３ 

「地域医療構想の推進に関する意向調査」結果概要 

 

 調査の時期：令和３年（2021年）１０月～１１月 

 

１ 回答状況 

構想区域名 

回答状況 

病院 診療所 合計 

対象数 回答数 回答率 対象数 回答数 回答率 対象数 回答数 回答率 

上川中部 34 34 100.0% 29 25 86.2% 63 59 93.7% 

 

２「病床機能報告制度」について    

（１）平成２８年度以降の報告内容【許可病床数】             

構想区域名 

H28 Ｒ２ Ｒ３（予定） 

高度 

急性期 
急性期 回復期 慢性期  

休棟等 

その他 
合計 

高度 

急性期 
急性期 回復期 慢性期 

休棟等 

コロナ 

休棟等 

その他 
合計 

高度 

急性期 
急性期 回復期 慢性期 

休棟等 

コロナ 

休棟等 

その他 
合計 

上川中部 1,214 2,586 533 2,104  44 6,391 1,327 2,274 708 1,846 0 116 6,271 1,261 2,231 912 1,833 61 73 6,371 

                      

（２）令和３年度の報告内容           

構想区域名 

許可病床数 稼働病床数 非稼働病床数 

高度 

急性期 
急性期 回復期 慢性期 

休棟等 

コロナ 

休棟等 

その他 
合計 

高度 

急性期 
急性期 回復期 慢性期 

休棟等 

コロナ 
休棟等 合計 

高度 

急性期 
急性期 回復期 慢性期 

休棟等 

コロナ 

休棟等 

その他 
合計 

上川中部 1,261 2,231 912 1,833 61 73 6,371 1,219 2,110 887 1,736    5,962  42 121 25 97 61 73 419 

                      

（３）2025年の病床機能（予定）               

構想区域名 

2025年病床機能（予定）               

高度 

急性期 
急性期 回復期 慢性期  

休棟等 

その他 
合計     

 
      

 
  

上川中部 1,324 2,230 901 1,818  22 6,295               
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（４）－１ 「病床機能の転換」、「病床の廃止」又は「２以上の医療機関による再編・統合」の予定・検討 
           

医療機関名 設置者 転換・廃止の内容 

Ｒ３病床機能報告（予定）数 
基金事業の

活用予定 
高度 

急性期 
急性期 回復期 慢性期 

休棟等 

コロナ 

休棟等 

その他 
合計 

社会医療法人元生会 

森山病院 

社会医療法人元

生会 

2020年 11月 24日に現森山病院 172床と現愛生

病院 60床を統合し、新築移転（232床）。オープ

ン当初は現在の機能を維持、そこから 1 年をか

けて、現在の特殊疾患（慢性期）を回復リハ（回

復期）に転換 

 174  58   232  

医療法人社団功和会 

佐久間病院 

医療法人社団功

和会佐久間病院 

一般病床 20 床をウィズコロナ、ポストコロナの

社会に求められる回復後の患者受入れ、後方支

援医療機関の病床として地域を支えながら、今

後の医療動向をみながら回復期（地域包括ケア

病棟）又は、介護医療院への転換を検討。 

   50   50 ◯ 

医療法人社団恩和会 

旭川高砂台病院 

医療法人社団恩

和会 

急性期 （４階、一般病棟）54床を 53 床へ減少

（個室確保のため）、慢性期（２階、医療療養病

棟）42床を 43床へ（時期未定） 

慢性期 （３階、介護療養病棟：休床中）48床を

医療療養病棟として、先ずは 8 床位から再稼働

予定（2022年 1 月頃） 

慢性期（C 棟、介護療養）49 床を介護医療院に

転換予定（2022年 4月頃） 

 54  139   193  

美瑛町立病院 美瑛町 
人件費削減を目的に機能縮小の予定。具体的な

計画は未設定。 
 56  42   98 ◯ 

旭川レディースクリニ

ック 
佐藤 広文 今年度中にベッド返還予定  1     1  

 

（４）－２ 当該構想区域で過剰な病床機能への転換予定・理由 

医療機関名 設置者 転換の内容 理由 

 該当なし       
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（５）（2）において「非稼働病床」を有する医療機関のその理由と今後の見通し 

医療機関名 設置者 非稼働の理由 今後の運用見通し 

市立旭川病院 旭川市 医師不足と医療スタッフ（特に看護スタッ

フ）のマンパワー不足。 

整形外科の入院診療を可及的速やかに再開したいが、大学か

らの固定医師派遣の予定はなく、現在の所、整形外科入院診療

再開の目途は立っていない。 

ＪＡ北海道厚生連旭川厚生

病院 

北海道厚生農業協同組合連

合会 

新型コロナウィルス感染拡大に伴い、院内

感染防止対策として、6 床部屋を 4 床へ転

換 

施設老朽化に伴う将来的な病院建替え時、或いは地域全体に

おける医療提供体制の転換に応じた機能見直しを検討。 

整形外科進藤病院 医療法人社団 shindo 医師・看護師等の人員体制の充足度による 人員体制の充足を図り、状況に沿った運営をして行きたい 

医療法人清陵会藤井病院 医療法人清陵会藤井病院 コロナ禍による入院患者様の減少 医療度の高い高齢者(中心静脈栄養、気管切開術後、パーキン

ソン病、反復性肺炎、腎盂腎炎など)の療養加療。コロナ収束

後は入院患者の増加を見込んでいます。 

医療法人社団恩和会旭川高

砂台病院 

医療法人社団恩和会 入院患者の減少のため 2022年 1 月～3 月に、非稼働病床（慢性期 48床）の一部を再

稼働予定。 

美瑛町立病院 美瑛町 コロナ院内感染防止のため入院患者を減

らした影響 

未定 

医療法人社団東旭川宏生会

林医院 

医療法人社団東旭川宏生会 医師高齢化、施設老朽化、職員確保が困難 未定 

医療法人社団真口内科小児

科医院 

医療法人社団真口内科小児

科医院 

人員不足 不詳 

医療法人社団浅井医院 医療法人社団浅井医院 人員不足 今後も変わりなし 
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３ 今後担うべき役割     

  ※下記の選択肢について、選択した医療機関数及び病院名（診療所を除く）   

今後担うべき役割 

救急患者の受入れや手術など、高

度・専門医療を中心とした急性期

医療を担う 

近隣の高度・専門医療を提供する

医療機関と連携しつつ、救急患者

の初期対応や比較的症状が軽い患

者に対する入院医療等の急性期医

療を担う 

近隣の高度・専門医療を提供する

医療機関と連携しつつ、急性期経

過後のリハビリテーションを担う 

長期にわたり療養が必要な患者に

対する入院医療を担う 

かかりつけ医としての役割や在宅

医療における中心的な役割を担う 

医療機関数 ６ １２ ９ ７  

病院名 

旭川医科大学病院 大西病院 道北勤医協一条通病院 北海道立旭川子ども総合療育セン

ター 
 

独立行政法人国立病院機構旭川医

療センター 

医療法人中島病院 豊岡中央病院 北海道療育園 
 

市立旭川病院 医療法人唐沢病院 社会医療法人元生会森山メモリア

ル病院 

医療法人清陵会藤井病院 
 

旭川赤十字病院 医療法人社団弘和会森産科婦人科

病院 

医療法人社団はらだ病院 医療法人社団創成旭川南病院 
 

ＪＡ北海道厚生連旭川厚生病院 社会医療法人元生会森山病院 医療法人社団旭豊会旭川三愛病院 旭川十条病院  

整形外科進藤病院 旭川脳神経外科循環器内科病院 医療法人修彰会沼崎病院 医療法人社団功和会佐久間病院  

 医療法人社団慶友会吉田病院 医療法人健光会旭川ペインクリニ

ック病院 

医療法人社団恩和会旭川高砂台病

院 
 

 医療法人社団博彰会佐野病院 医療法人健康会くにもと病院   

 医療法人仁友会北彩都病院 旭川リハビリテーション病院   

 医療法人社団慈成会東旭川病院    

 医療法人社団杏仁会大雪病院    

 美瑛町立病院    

 

病院の改築予定等 

病院名 設置者 
建築 

年度 

築後 

年数 

改築予定 

時  期 

基金活用 

意  向 

病床機能報告（予定）における許可病床数（R3.7.1） 

高度 

急性期 
急性期 回復期 慢性期 

休棟等 

コロナ 

休棟等 

その他 
合計 

北海道療育園 社会福祉法人北海道療育園 S44 52年 不明 -    336   336 

医療法人社団はらだ病院 医療法人社団はらだ病院 S39 57年 R6 -  39  41   80 

医療法人社団杏仁会大雪病院 医療法人社団杏仁会 H1 33年 未定 -  59  40   99 

 


